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ABSTRACT: The results of roentgenological studies on the residents living in the endemic area of
paragonimiasis were reported. Subjects observed were the residents in Kamitsushima-cho,
Izuhara-cho and Shikimi-cho, Nagasaki Pref., and in Sumoto-cho, KumamotoPref. which are well
knownas endemic areas of paragonimiasis in Japan.
The abnormal chest x-ray pictures due to paragonimiasis such as cystic, nodular, infiltrative and
fibrous density, calcification and pleurisy were found on 167 or 4 per cent of 4,223 subjects.
Of those abnormal findings, evidence of the high frequency of the finding of calcification (20.4
per cent of abnormal findings) was emphasized because of the fact that the finding of calcification
in the chest x-ray film of the patients with paragonimiasis has been believed to be rare and little
about it has been reported in the literature.
The calcifications were mostly over little finger tip in size and showed many variations in shape with
bizarre margin and irregular arrangement. These were relatively bigger than those seen in the film of the
patients with pulmonary tuberculosis. The calcification was frequently found in the pleural cavity also.
This observation seems to be worthwhile in diagnosis particularly to distinguish this disease from
pulmonary tuberculosis.
The picture of pleurisy was observed as frequently as 25.7 per cent of all abnormal findings. This
was characterized by showing an encapsulated figure (The attached photographs show this clearly).
In addition to the findings above mentioned, the prevalence of abnormal x-ray findings in each
district, the relationship between incidence of positive skin test and that of abnormal x-ray findings
and so forth were reported.
Photograph : The chest x-ray pictures of the residents living in the endemic area of paragonimiasis.
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図 2　 皮 内 反 応 陽 性 率 と レ線 有 所 見 率 と の 関 係
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模式図 であ るが， 本肋膜炎 ほ肺吸虫症 に比較的特有な：
所見で特 に肺吸虫症感染早期 の レ線所見 として重要な＿
意 義をもつ もの と考え られ る，（写真参照°
考察及び総括
以上著者らは長崎県及び熊本県の肺吸虫流行地4地の検討を試みた。
区で合計4，225名の住民（小中学生及び一般住民°をその結果レ線有所見率には地域により差異があり，
対象としてレ線撮影を行ないその所見について2，5概ねその地区の皮内反応陽性率と密接な相関々係が認二
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められる。又小中学生群に比べ成人を含む群でほレ線　　　従つて肺吸虫症のスクリーニングテストとしては現
所見の出現率が高い傾向がある．又出現する陰影の種　　在VBS，PPTなどの抗原による皮内反応が広く官
類にも地域差があり，≒感染が今尚活動期にあると思わ　　施されているが，濃厚な浸産地にあってほこれら皮内
れる地区でほ輪状影や結節影など肺吸虫症に特有な陰　　反応と同時に住民全員の胸部レ線検査を併用すること
影が多発し，一方浸淫が下火になったところでほ索状　　がのぞましい●又一方より優秀な皮内反応抗原の開発
影，石灰巣’肋膜餅艦などの様な陳旧な病変が多く認　　が期待される所以で，目下教室では今井が中心となっ
められた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て虫体からイオン交換セルローズにより抽出した分画
皮内反応の成績別にレ線有所見率をみると’皮内反　　で新しい抗原を作製しその性状や特異性について検討
応陽性者では22．7％，疑陽性者では5・6％となつてい　　中である．
るが、皮内反応陰性群の中がらも2．1％と低率でほあ　　　次に著者らほ石灰巣及び肋膜病変の頻度及び特徴に
るが明かに肺吸虫症によると思われるレ線有所見者が　　っいて2，5の知見を追加した・即ち石灰巣について
証明されたことほ注目すべきであろう．而も陰性者群　　は柴軋細川らが末梢部に出現することが肺吸虫症に
から発見された輪状影や結節影の数ほ全対象からみい　　やや特異的であると指摘した以外現在迄の諸家の報告
だされたそれの40．5％を占めておりかなり高率であっ　　でほ殆ど取上げられていない■　むしろ出現率が低いと
た。この事ほVBS皮内反応の場合のみならずPPT　　して平野（1957°，岩崎（1956°（1959°や堂野前（1961°
抗原を使用した際にもみられる．鈴木（1958°ほ静間　　らは肺結核との鑑別点の1つにあげている位である・
県賀茂郡（VBS皮内反応陽性率5．9％°で無作為的　　然しながら著者らの浸淫地での調査では石灰巣の出現
に抽出した皮内反応陰性者49名中5名（10．2％）に、　　率は20％以上の高率で而も小指頭大以上のものが大多
‥平野（195ワ°も新潟県直江津市地区中学生（VBS皮　　数を占め肺結核の石灰巣と明かな差異がみとめられる
内反応陽性率4．1％°で皮内反応陰性者2，215名中65名　　ことを指摘した．又形状が不正であること，肋膜石灰
（2。8％°にレ線上異常所見を発見している・然しな　　巣の多発も診断上参考となることを強調した．肋膜痛
がら鈴木はその所見の詳細についてほ記載して居ら　　変では包嚢型肋膜炎が本症に特有で特に感染早期のレ
ず、一方平野ほ陰性者にみられる異常陰影を分析した　　線所見として重視する必要があることを明かにした・
が，その中にほ肺吸虫症と思われる結節影ほ1例も認　　重康（1959°も肺吸虫症510例中49例（9。6％°に肋膜
められなかったと報告している・更に波多野（1960°　　　の変化を認めその中包嚢型ほ45％であったとしている
も愛媛県南宇和郡の小中学生（VBS皮内反応陽性率　　し，又岩崎（1959°も肺吸虫症にみられる肋膜の変化
5・7％°で皮内反応陰性者58名のレ線では肺吸虫症の　　ほ多く限局性，包嚢性でありこれに容易に石灰が沈着
所見を示すものはなかったと述べている・然しながら　　すると述べている点と一致した成績である．
著者らの調査した地区ほ陽性郡率が10％をこえるとい　　　以上の成績から肺吸虫症と肺結核症とのレ線鑑別診
う濃厚な浸淫地であり’従ってこの様な地区ではVB　　断上石灰巣の観察は重要な意義を有することを強調し
SやPPTによる皮内反応で陰性反応を呈するものの　　たい．
中にも低率でほあるが肺吸虫の感染を裏づけるレ緑陰　　　潤筆するに当り御指導御校閲頂いた片峰大助教授に
影を示すものが出現するものと思われる．これらの症　　感謝する．又本調査に多大の御便宜と御支援を頂いた
例はいづれも虫卵は陰性であり治療の対象となるか否　　県衛生部，関係市町村，保健所及び学枚当局各位に厚
かほ別問題としても，肺吸虫症浸淫率を論ずる場合に　　く御礼を申上げます。
は無視出来ない点であろう●
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